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4 

 

第 ２ 章  細 則 

 

１ 概 要 

本整備は、当支所内の用水設備に設置されている計装用空気圧縮機(２台)の性能維持を目的として行うものであ

る。 

 

２ 場 所 

京都市南区吉祥院東浦町１番地 

 京都市上下水道局下水道部鳥羽水環境保全センター吉祥院支所 

 

３ 期 間 

本整備の期間は令和９年３月１２日までとする。 

 

４ 機器仕様 

名 称 用水設備用空気圧縮機 最高圧力 0.8 MPa 

型 式 SRL-3.7MB6 製造番号 VB832986(No.1)、VB832987(No.2) 

吐出空気量 420 L/min 製造者 株式会社 日立産機システム 

電動機 3.7kW×200V×三相 設置台数 ２台 

 

５ 整備内容 

  ⑴ 用水設備用空気圧縮機 No.１及び No.２の点検整備を行い、以下の部品を取替えること。 

なお、取替部品はメーカー純正品とする。（２台分） 

名 称 部品番号 数量 名 称 部品番号 数量 

逆止弁 742044 ２個 ホースジョイント(3/8B) 754964 ２個 

ゴムホース組 741341 ２個 ホースクランプ 779490 ２個 

クッション材 744664 ８個 コグベルト 740748 ２個 

ドレンコック 753515 ２個 安全弁組 8.5K 742617 ２個 

ＭＧＳＷ(HC35-TK、RC15A) 7002166 ２個 温度センサー 779426 ４個 

空気圧縮機 本体ブロック 760333 ２個 雑材消耗品  １式 

 

 ⑵ 点検整備後は試運転を行い、整備結果を報告書にて提出すること。 

  ⑶ 設備の停止をさせないように１台ずつ行うこと。 

 

６ 雑 則 

⑴  本整備の施工日は、事前に監督員と調整し、原則として休日は作業を行わないこと。 

⑵ 本整備にて発生した廃材は分別し、支所内の指定する場所へ運搬すること。 

⑶  １日の作業終了後は、現場の後片付けを行うこと。 

⑷  本仕様書に明記されていないことや、異常箇所及び不良部品等を発見した場合は監督員に報告し、協議を行

ったうえ、その指示に従うこと。 

なお、軽微なものについては、受注者の負担によるものとする。 
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